
第
二
十
章

仁

保

村

役

株
式
曾
枇
日
本
製
鋼
所
庚
島
工
場

青

崎

零

常

高

等

小

皐

校

洋

牒

査

駐

在

所

郵

便

局

業
補
習
関
学
校

隔

離

病

舎

向向向青仁
名

堀向丹大本本調日堀向大本木淵

洋

巡洋
崎

賢

保

村

村
内
官
公
衡
法
人
建
築
物

場

淵

崎

郵

便

局

仁

保

尋

常

高

等

小

事

校

義

備

銀

行

仁

保

出

張

所

大

河

漁

業

組

合

大

河

一

尋

常

高

等

小

墜

校

大

河

郵

便

局
査査

本大

浦河

巡

駐駐

巡

在在

第
二
十
一
章

村
内
各
種
圏
樫

保

村

字那河浦浦崎洋越

戸戸

主主志

戸

主

戸

．
主

那

戸

主

戸戸同

島

戸青

崎洋

青青青
直

青

年

青

年

f可 Z市浦

農

稽
曾

主主主年

閤

年

圏

年

圏

年

圏圏周

談

社

年

明
治
三
十
三
年
六
月
二
十
二
日

月

日

大
E
十
四
年
－
月
－
日

犬
E
十
三
年
二
月

犬

E
十
五
年
九
月
一
日

昭
和
三
年
七
月
二
十
二
日

明
治
凶
十
四
年
四
月
一
日

大
E
十
一
年
四
月
十
日

明
治
凶
十
一
年
五
月
五
日

大
E
十
三
年
五
月
五
日

大
正
十
二
年
七
月

明
治
四
十
三
年
六
月
二
十
六
日

不
詳

一
五
回

宇

那

巡

査

駐

在

所

梢

那

等

常

高

等

小

聞

学

校

似

島

等

常

小

凶

学

校

似

島

農

業

補

習

曲

学

校

似

島

陸

軍

検

疫

所

陸
軍
兵
器
支
廠
似
島
火
薬
庫

陸
軍
運
輸
本
部
金
輪
島
工
場

日

所所

一
五
五

圏
東部中津板山松演平菅以藤東悶堀演

慢

長

帝似

園

越在
郷
軍
人
曾
仁
保
村
分
合合曾曾曾合曾曾曾曾

岡
谷

増

次
官

太
信数

字

一勘
保
哲
友

吉

Jll 本村村本 野南本

義

l
 
i
 

－－E
・’’岡回越

氏

名

図

助郎郎郎夫平松郎一

1E 

己

克

己人

武

雄

忠増作

雄男



丹

那

青

年

画

日

字

那

青

年
年

圏圏

似

島

青越
漁
・業

組

合

浦

漁

業

組

合

庭

女

曾

底婦

向

崎洋
河
本 堀

大淵青青

崎崎

女

合舎

人

似楠

那

女

婦子

年

闘

青

島

人

合

淵

崎

子

圏

業業青

年

女

書且

合合

丹大

河

漁

組

那

漁

日

..... 、
ラー

漁

業業青

年組組

圏 メ斗 β、ロロ

島

那
漁

似似

子

島

女

不
詳
明
治
初
年
よ
り
共
進
枇
青
年
命
日

大
正
五
年
十
一
月
三
日

明
治
三
十
六
年
一
月
七
日

明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
日

大
E
十
四
年
十
月
一
日

大
E
十
五
年
六
月
六
日

明
治
」
一
十
九
年
一
月
一
日

明
治
凶
十
五
年
一
月
二
日

大
E
八
年
六
月

明
治
三
十
五
年
十
二
月
十
八
日

明
治
凶
十
三
年
二
月
二
十
六
日

明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
日

明
治
四
十
三
年
一
月
二
日

仁
保
消
防
組
第
一
部
消
防
組

同

第

二

部

消

防

組

同

第

三

部

消

防

組

問

第

四

部

消

防

組

同

第

丘

部

消

防

組

同

第

六

部

消

防

組

問

第

七

都

消

防

組

問

’

第
八
部
消
防
組

問

第

九

部

消

防

組

問

e

・4
‘

第
十
部
消
防
組

淵

崎

本

浦

海

苔

業

組

合

仁

保

養

賞

組

合第
二
十
二
章

明
治
凶
十
阿
年
凶
月

日

同同同同同同同大
正
年
四
月
二
十
六
日

昭
和
二
年
十
一
月

日

大
正
八
年
町
内
月

日

メλ
口

末

併

顛

一
五
六

一
五
七 松胡？資戸川1J 奥！

 
l
 
I
 

生？完千1
 
1
 
・E’P稲I中中ぞ員-::I::' 

s:::a 名池桑大波川演橋

i
 
l
 
’I
’
 

i
 
1
 
・ιz
・

本本l
 
l
 

v
L『
十

5!t! 
H江

h
r
 

p
－v
 

lli~ ~~~ .. 司・．首長
本

シ

本原
原

~ 
吊

回本村

豊人

升ミ

てif）乙，、J’N何イ乍人人

!:!<'. 

'" ，凶．
守

ス

:r. 

搾

松城－

I
 

M
H
V
 

・1合
F

五

良日

忠、

夫吉信

田

勝芳議尉

田原回竹部原

隆
竹

次

保保本本

友長嘉嘉

太

郎

1E 

信郎作

吉之

郎助郎郎



一
五
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併

問

題

の

経

過

大
正
八
年
四
月
法
律
第
三
十
六
践
を
以
て
都
市
計
霊
法
を
都
民
布
せ
ら
れ
、
庚
島
市
も
同
法
適
用
の
都
市
に
指
定
せ
ら

る
、
市
し
て
同
法
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
都
市
の
交
遁
、
衛
生
、
保
安
等
陀
闘
し
必
要
と
認
む
れ
ば
仮
令
市
区
域
外
の
町
村

地
域
と
雄
も
任
意
に
計
葺
を
施
行
し
得
る
を
以
て
本
村
の
如
き
市
陀
殻
綾
す
る
村
に
於
て
は
必
や
計
霊
直
域
に
編
入
せ

ら
る
L
位
置
に
在
る
を
以
て
、
計
重
賞
施
前
に
於
て
合
併
す
る
は
負
捨
共
他
陀
於
て
利
益
な
る
べ
き
を
以
て
村
舎
の
意

見
に
依
り
、
本
村
と
同
一
境
遇
に
あ
る
己
斐
、
三
篠
、
牛
田
、
矢
賀
の
各
町
村
と
協
議
し
、
五
ケ
町
村
聯
合
結
束
し
て

行
動
を
奥
に
す
る
を
得
策
怒
り
と
し
、
大
E
九
年
五
ヶ
町
村
聯
合
舎
を
組
織
し
各
町
村
に
於
て
は
町
村
舎
に
於
て
合
同

調
査
委
員
を
選
奉
し
、
聯
合
曾
議
員
と
し
倫
市
と
交
渉
の
衝
に
蛍
ら
し
む
、
而
し
て
聯
合
曾
の
協
議
に
依
り
現
在
既
に

合
併
を
賀
行
せ
る
市
町
村
を
賓
地
視
察
す
る
は
参
考
に
資
す
る
所
大
た
る
ぺ
き
を
以
て
、
大
E
十
年
十
月
各
町
村
委
員

及
町
村
長
同
道
し
て
共
に
名
古
屋
、
犬
、阪
、
京
都
及
熊
本
等
の
市
並
に
合
併
町
村
に
つ
き
地
勢
、
人
情
、
風
俗
其
他
合

併
の
経
齢
、
僚
件
、
合
併
後
の
欣
態
等
を
詳
細
調
査
し
来

p
、
直
に
ご
一一
篠
町
役
場
に
聯
合
舎
を
開
き
各
自
調
査
の
要
項

を
蒐
集
し
観
察
録
を
綿
製
せ
り
、
共
の
後
大
正
十
三
年
八
月
本
村
委
員
は
市
の
家
屋
税
調
査
の
篤
め
本
村
と
稿
等
し
き

程
度
に
在
る
尾
長
、
観
一
音
‘
江
波
、
宇
口
聞
の
各
町
を
硯
察
調
査
せ
り
、
然
る
に
大
正
十
四
年
虻
至
り
犬
庚
島
市
都
市
計

霊
区
域
を
指
定
せ
ら
れ
草
津
、
古
田
己
斐
、
三
篠
、
牛
田
、
矢
賀
及
本
村
の
大
部
は
共
の
直
域
忙
編
入
せ
ら
れ
た
る

に
依
り
、
草
津
、
古
田
の
ニ
ケ
町
村
を
加
へ
七
ケ
町
村
聯
合
曾
と
せ
り
、
然
る
に
本
村
は
都
市
計
垂
直
域
内
に
準
援
し

て
合
併
す
る
と
せ
ば
向
洋
‘
堀
越
、
似
島
と
分
離
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
J

、
随
っ
て
基
本
財
産
の
底
分
上
に
煩
雑
を
来
た
し

容
易
な
ら
ざ
る
事
と
苦
慮
せ
し
折
柄
、
庚
島
市
長
は
本
村
全
部
を
編
入
す
る
の
希
望
を
有
せ
り
ふ
」
聞
き
之
を
向
洋
、
期

越
、
似
島
の
人
民
に
偉
達
し
利
害
得
失
を
・
審
議
研
究
せ
し
め
た
る
結
果
執
れ
も
合
併
に
異
議
左
く
、
随
っ
て
財
産
底
分

は
全
般
的
に
底
分
す
る
の
便
宜
を
得
た
り
、
而
し
て
大
E
十
五
年
陀
至
り
庚
島
市
長
は
七
ケ
町
村
に
針
し
合
併
の
勤
誘

並
に
共
の
希
望
僚
件
に
付
照
曾
し
来
れ
る
を
以
て
之
を
村
舎
に
報
告
し
、
従
来
七
名
の
委
員
左
り
し
を
更
E
し
て
村
曾

議
員
全
員
に
加
ふ
る
に
公
民
中
よ
り
二
十
四
名
の
委
員
を
町
村
制
第
六
十
九
僚
に
依
り
推
薦
し
各
委
員
の
承
諾
を
得
て

委
員
制
度
身
設
立
し
犬
正
十
五
年
十
月
十
日
初
回
の
委
員
舎
を
開
催
し
庚
島
市
と
交
渉
顛
末
を
報
告
審
議
の
末
先
進

都
市
の
調
奈
賓
況
並
花
利
害
得
失
を
考
究
す
る
参
考
資
料
を
要
求
せ
り
、
依
り
て
村
長
は
参
考
資
料
を
編
製
し
て
各
委

員
に
配
布
し
、
と
れ
と
同
時
に
村
内
八
匿
に
出
張
匿
民
の
集
合
を
求
め
共
の
席
上
に
於
て
合
併
の
可
否
利
害
得
失
及
之

陀
一
伴
ふ
契
約
保
件
等
P
闘
し
村
氏
の
希
望
意
見
を
要
求
す
ぺ
く
懇
談
せ
り
、
其
の
後
殆
ん
ど
一
今
年
の
星
霜
を
経
た
る

に
何
等
の
意
見
を
提
出
す
る
者
泣
き
を
以
て
昭
和
二
年
七
月
二
十
九
日
第
二
回
の
委
員
曾
を
開
催
、
先
決
問
題
と
し
て

合
併
の
可
否
を
提
案
審
議
せ
し
に
全
員
一
致
合
併
に
可
決
し
た
り
、
依
り
て
合
併
後
に
生
や
る
利
害
得
失
の
関
係
上
有

利
的
契
約
保
件
の
審
議
品
川
究
に
移
り
、
第
一
項
よ
り
第
二
十
九
項
に
至
る
案
を
議
題
と
し
た
る
も
遂
に
決
定
に
至
ら
や
’
’

し
て
閉
曾
を
告
げ
た
り
。

第
三
回
委
員
合
開
催
出
席
員
三
十
九
名
外
に
庚
島
市
助
役
佐
野
賢
作
、
市
曾
疋
副
議
長
、
市
曾
議
員
三
名
の
出
席
を

得
て
成
島
市
の
提
出
僚
件
の
褒
表
め
り
し
も
僅
に
九
項
目
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
之
に
閲
す
る
質
問
及
審
議
を
た
し
、
抽
泡

一
五
九



一六
O

て
交
渉
の
約
を
結
び
で
散
曾
を
告
げ
た
り
。

第
州
問
委
員
合
開
催
、
同
席
姿
員
三
十
七
名
、
庚
島
市
提
出
の
九
項
目
は
勿
論
本
村
の
要
望
す
る
僚
件
案
陀
闘
し
慎

重
審
議
の
末
全
員
一
致
を
以
て
第
一
項
よ
り
第
二
十
九
項
主
主
る
契
約
案
を
決
議
確
定
せ
し
も
、
交
渉
の
結
果
趣
旨
目

的
に
異
動
な
き
限
り
字
句
の
修
正
は
村
長
に
一
任
す
る
事
に
決
し
、
而
し
て
庚
烏
市
民
封
す
る
交
渉
委
員
砂
設
け
ん
と

せ
し
も
審
議
の
末
村
長
を
し
て
共
の
任
に
営
ら
し
む
る
事
に
確
定
し
た
り
。

昭
和
二
年
十
二
月
十
六
日
村
長
は
助
役
吉
岡
関
助
、
書
記
村
木
宅
馬
と
庚
島
市
役
所
に
出
頭
佐
野
助
役
、
黒
川
書
記

に
面
談
本
村
よ
り
要
望
す
る
こ
十
九
ケ
僚
に
閥
し
値
比
方
互
に
意
見
を
交
換
し
、
更
に
二
項
目
増
加
し
三
十
一
項
目
と
し

犬
鰹
駄
島
市
の
承
認
を
得
て
共
の
字
句
等
を
柳
か
修
正
を
た
し
た
り
。

第
丘
回
委
員
合
開
催
、
出
席
委
員
三
十
五
名
、
庚
島
市
と
交
渉
合
意
を
得
た
る
踊
末
並
に
字
句
修
E
の
黙
を
報
告
し

全
員
一
致
を
以
て
三
十
一
項
目
の
僚
件
を
承
認
確
定
し
た
り
。

昭
和
三
年
一
月
九
日
よ
り
岩
津
村
長
は
村
内
八
匿
に
出
張
村
民
の
集
合
町
得
て
委
員
舎
K
於
け
る
三
十
一
項
目
の
契

約
保
件
並
に
成
島
市
と
交
渉
の
顛
末
を
詳
細
報
告
し
て
村
民
の
了
解
を
求
む
る
意
味
に
於
て
懇
談
的
に
講
話
を
た
し
た

る
に
何
等
異
論
を
唱
ふ
る
者
た
く
順
調
に
…
進
行
し
つ
L
あ
り
し
に
、
同
年
一
一
一
月
突
然
淵
崎
区
民
の
一
部
よ
り
時
機
尚
早

の
故
を
以
て
合
併
延
期
の
嘆
願
書
を
提
出
せ
る
に
依
り
、
四
月
十
三
日
の
村
曾
比
於
で
之
を
朗
読
し
、
共
の
趣
旨
す
設

明
し
て
考
慮
を
要
求
せ
し
に
村
舎
は
之
を
容
認
す
る
形
勢
な
く
、
震
に
出
席
議
員
二
十
一
一
名
中
セ
名
は
退
場
せ

L
も
建

脅
せ
る
十
五
名
は
合
併
案
並
に
附
帯
契
約
僚
項
に
封
し
全
員
一
致
を
以
て
可
決
確
定
し
た
り
。
共
の
後
反
封
沃
は
演
説

に
、
上
司
へ
の
陳
情
に
、
合
併
反
封
に
努
力
せ
し
も
、
時
潮
の
然
ら
し
む
ろ
所
殊
に
村
舎
の
決
議
と
な
り
居
れ
る
を
以

て
庚
島
市
と
七
ケ
町
村
と
よ
り
申
請
せ
る
合
併
願
書
は
本
勝
知
事
の
決
裁
を
経
て
内
務
省
陀
進
達
せ
ら
れ
、
絡
に
昭
和

四
年
同
月
一
日
を
以
て
合
併
は
資
現
せ
ら
る
h

忙
至
れ
り
。
（
本
項
岩
津
村
長
、
吉
岡
助
役
執
筆
）

合
併
陀
就
き
で
は
本
村
は
特
陀
慎
重
の
態
度
歌
執
り
左
記
凶
十
六
人
そ
合
併
臨
時
委
員
に
撚
薦
し
、
大
E
十
青
年
十

如
し
。

月
よ
り
昭
和
二
年
十
二
月
ま
で
五
回
の
線
合
b
T

開
き
て
合
併
を
審
議
確
定
せ
し
と
と
前
記
の
遁
り
也
、
宅
員
氏
名
次
の

堀

越（
2
）

斧
千
勝
吉

山

根

杜

浩

o
奥
田
範
一
三
郎

。E
木

向

洋（
7
）

。
太
田

淵

崎
ハ
ハ
）

。
金
森

一
男

木

岩中永
津川原
牛常
一太子斤
郎郎裁

。
三
保

浦（
7
）

犬

河
（
7
）

黄島
助

謝3
回

j市

直市
一て郎

。
芳
川
大
下

辰
:}( 

板
村

一一一一口
，zι
・

。
池
田
松
次
郎

松北
本川

万
槌
直
己

。
＃
ギ
叶
J

－－－－d
1
・
寸
凋
勾
，

数
一
助
松

。
山
本

環

和
泉
松
太
郎

山
代
吉
右
衛
門

吉
凶
尉
太
郎

芳
川
セ
之
助

築
村
秀
太
郎

保
問
桧
次
郎

中
尾
勇
次
郎

保
嘉
一

郎

大
谷

嘉
吉

和
田

以
時

中
尾
徳
太
郎

金

井

斗三

。
三
宅

峯
士
口

演
津
松
次
郎

英

同
月
，
次
郎

一六



－ムハ

丹

那（
4
）

菅

保

千

。
稲
原
常
五
郎

。
平
野
哲
夫

真
木

花
競

上
田
政
次
郎

日

字

那ハ
5
）

。
大
東
小
次
郎

。
山
津

律
義

吉
村
市
太
郎

J 1 I 
原

E
信

似

島（
3
）

。
演
本
友
吉
郎

川
崎

常
吉

大
下

f左
平

但
O
印
あ
る
は
村
舎
議
員

仁
保
村
編
入
に
闘
す
る
覚
書

一
、
編
入
後
仁
保
村
家
屋
税
の
地
位
等
級
は
四
十
等
よ
り
五
十
等
の
範
闘
に
於
マ
脊
定
ず
る
と
Br・
但
し
右
等
級
の
有
定

は
昭
和
二
年
度
仁
保
村
に
於
け
る
家
屋
税
関
附
加
税
及
特
別
税
戸
数
割
賦
謀
総
合
額
の
百
分
の
八
十
忙
嘗
る
令
額
を

賦
課
徴
牧
す
る
を
標
準
と
す
る
と
と

二
、
編
入
後
庚
島
市
に
於
け
る
雑
種
税
率
中
町
村
に
比
し
著
し
く
高
率
た
る
も
の
は
之
を
改
正
す
る
と
と

一
一
一
、
仁
保
村
字
城
山
村
有
山
林
以
外
の
岡
村
有
基
本
財
産
は
編
入
前
仁
保
村
の
自
由
底
分
と
し
共
他
の
村
有
財
産
は
全

部
威
島
市
の
所
有
に
移
す
と
と

岡
、
仁
保
村
部
落
有
財
産
の
管
理
に
付
て
は
可
成
従
来
の
慣
例
に
依
る
と
と

五
、
市
曾
議
員
の
港
事
直
は
編
入
後
市
の
直
域
全
慢
を
通
じ
て
遁
蛍
に
定
む
る
と
と

六
、
現
在
村
曾
議
員
は
次
の
市
曾
議
員
総
選
奉
迄
協
議
員
と
し
て
市
曾
議
員
待
遇
す
る
と
と

七
、
仁
保
村
現
在
の
役
場
吏
員
は
編
入
の
際
市
吏
員
と
し
て
採
用
し
在
職
年
教
は
之
hv
通
算
し
不
都
合
た
脅
限
り
可
成

解
職
せ
ざ
る
と
と

八
、
仁
保
村
陀
於
で
現
比
支
給
せ
る
退
際
料
は
之
h
f

舗
警
揮
し
て
支
給
す
る
と
と

九
、
現
在
の
村
役
場
を
市
役
所
出
張
所
と
1
願
届
其
他
の
便
宜
を
計
る
と
と

十
、
編
入
後
は
仁
保
村
に
土
木
産
業
衛
生
曲
学
事
等
陀
踊
ず
る
市
長
蝿
託
の
委
員
手
滴
嘗
忙
醍
置
す
る
と
と

十
一
、
水
産
及
農
業
の
技
術
員
を
増
員
し
斯
業
の
指
導
奨
励
を
た
す
と
と

十
二
、
編
入
後
陀
一
於
け
る
高
等
小
事
校
の
授
業
料
は
現
欣
の
債
と
す
る
と
と

十
三
、
仁
保
村
の
小
蘭
学
校
は
何
れ
も
現
在
の
位
置
を
楚
更
せ
や
若
［
織
変
更
の
必
要
あ
る
と
き
は
現
在
の
週
間
甲
南
域
内
氏

通
蛍
の
敷
地
を
選
び
移
轄
す
る
と
と
此
の
場
合
忙
於
て
は
現
在
の
敷
地
位
北
ハ
の
仲
間
部
落
有
と
し
で
保
持
す
る
と
み
－侭

し
大
河
小
皐
校
は
遁
賞
の
敷
地
を
選
定
し
可
成
速
忙
移
轄
す
る
と
と

十
四
、
仁
保
村
有
字
城
山
々
林
二
十
三
町
五
段
＝
一
畝
二
十
歩
は
編
入
と
同
時
に
成
烏
市
の
所
有
と
し
此
の
慣
い
級
生
九
寓

七
千
固
と
見
倣
し
共
の
代
償
と
し
て
昭
和
三
年
度
よ
り
着
手
し
仁
保
村
小
関
学
校
h

合
の
改
築
E
注
す
と
と

十
五
、
小
畢
校
の
設
備
並
に
教
職
は
市
内
と
同
等
の
程
度
に
編
入
の
次
年
度
よ
り
漸
次
改
善
す
る
と
と

十
六
、
上
水
道
は
起
工
前
K
要
す
る
手
績
の
日
時
を
除
き
ニ
ク
年
以
内
に
布
設
す
る
と
と

十
七
、
編
入
後
仁
保
村
に
於
け
る
塵
芥
は
市
費
を
以
て
運
搬
す
る
と
ξ
但
し
農
業
の
利
用
に
供
す
る
等
慣
例
あ
る
も
の

は
従
来
の
例
に
依
る
と
と

一六一一一


